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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

Ⅰ-13.品質確保について以下の問いに答えよ。 

(1) 公共工事において品質を確保するために民間技術を活用した入札契約方式が導入されている。民間技術を活用する入札契約方式を２つ以上挙げ、それぞれの特徴を概説せよ。また、民間技術の導入をさらに促進するために工夫すべき事項を挙げ、その理由についてあなたの意見を述べよ。 

(2) 公共工事において品質を確保するためには優れた技術者の確保が重要である。優れた技術者を確保するために、入札契約手続きにおいて改善すべき事項を挙げ、その理由についてあなたの意見を述べよ。

１．はじめに
　社会資本整備をとりまく状況は非常に厳しく、次のような現状になっている。

①公共事業の必要性に対する国民理解の低下

・「無駄なハコモノ」という認識の浸透、公共事業推進体制の硬直化による公共事業の必要性に対する国民不信の増大。

・必要性について十分な説明がなされないことによる
　不信感増大。

②国民の信頼を損なう事件等の発生

・耐震構造計算書偽造事件による技術者、品質確保体制への信頼の喪失。

・橋梁談合・JH談合・知事の関与する官製談合などの

　多発による入札制度の不信。

　以上のような、現状により公共事業のコスト縮減・

品質確保の対策を早急に実施する必要がある。

２-(1)民間技術を活用する入札契約方式

  a.概説

　①設計・施工一括発注方式

　　これまで、わが国では、設計・施工分離発注方式が採用されてきた。この方式は、施工開始前すなわち、設計終了段階に構造物の機能・性能が確認できるメリットがあった。しかし、民間の技術力やノウハウを活かせないデメリットもある。そこで、設計

・施工一括発注方式を採用することで、受注者は企業独自の技術やノウハウを活かせる設計ができ、設計途中でも工事を進めることができるメリットもある。
　発注者にとっては、民間の高い技術力やノウハウによって品質・性能等の高い社会資本を入手することができるメリットがある。また、設計と施工が一括になることにより、その構造物の品質・機能等についての責任が一元化されるメリットもある。

②総合評価落札方式

　事前に入札参加企業から、技術提案（簡易型では施工計画）を受付け、その技術提案の評価と入札価格を総合的に評価する方式である。総合評価落札方式には、当該工事の工事内容や工事の難易度により簡易型・標準型・高度技術型の３つに分けられる。

　評価される範囲は、技術提案だけではなく、企業の実積、配置予定技術者の実積等も含まれる。これにより、技術力の高い企業は、価格だけではなく企業独自の技術力を活かした提案により、受注機会を拡大することが期待できる。また、発注者にとっても、事前に不良業者の排除も期待できるメリットもある。
b.工夫すべき事項

　技術評価を伴う入札方式は、企業の提案を厳正に審査する高い技術力が発注者側にも要求される。

　特に、設計・施工一括方式については、受注者の技術力が非常に高く、適正に評価することが難しい場合もある。今後、技術評価を伴う入札制度を拡大していくには、民間の技術力を積極活用した発注者支援制度などの活用により、提案の審査体制の確立が急務である。特にVE 提案が採用まで至る事がほとんど無い、市町村にあっては、対策を速やかに進める必要がある。
２-(1)優れた技術者を確保するための改善すべき事項

　①受注者の技術者の確保

　　優れた技術者を確保するためには、配置予定技術者の技術力に応じた加点の拡大、また一部ですでに採用されている「施工体制確認型」等の、事前に配置技術者の技術力や品質管理体制が確保されるかを確認し評価する方式の採用を拡大していく必要がある。また、配置予定技術者のCPDS　等に対する加点を拡大することで、技術者の教育機会を拡大することも効果的と考える。
　②発注者の技術者確保

　　前にも述べたが、企業の技術提案を伴う方式については、その提案を厳正、適切に評価する高い技術力が審査する側に求められる。

　　よって、民間活力を積極活用した発注者支援制度等を活用し、優れた技術者を確保することが求められている。
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